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Chapter 15 The DXF and GDSII 
Translators

DXF、 GDSII 変換ｿﾌﾄは、 DXF または GDSII ﾌｧｲﾙを Sonnetのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと互
換性のあるﾌｧｲﾙにそれぞれ変換します。DXFまたは GDSII ﾌｧｲﾙを Sonnet
のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに変換した後は、emで回路を解析する前に project editorを
使って、そのﾌｧｲﾙを微調整する必要があります。この章では、  project 
editor の上級ｺｰｽの機能を用い、これを使うﾕｰｻﾞは project editorの使用方法
に習熟しているものと仮定しています。

NOTE: DXF及び/または GDSII 変換ｿﾌﾄは、 Sonnet社から DXF及び/またはGDSII 
変換ｿﾌﾄのﾗｲｾﾝｽをご購入いただいたﾕｰｻﾞのみ、ご使用になれます。これ
らのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが使用できるかどうかについては、御社のｼｽﾃﾑｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ
にお尋ねください。
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DXF及び GDSII 変換ｿﾌﾄはまた、 Sonnet のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを DXFまたは GDSII ﾌｧｲﾙに変
換するためにも使用できますが、そのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに含まれている情報に制限されま
す。詳細は project editorのﾍﾙﾌﾟにある File ⇒ Export ｺﾏﾝﾄﾞをご覧ください。

Converting your files to Sonnet
 DXF または GDSII 変換ｿﾌﾄは、 DXF または GDSII 形式の入力ﾌｧｲﾙを回路
ﾚｲｱｳﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑから入力し、それを Sonnetの ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙへ変換します。この変
換ｿﾌﾄへは project editorからｱｸｾｽします。project editorのﾒﾆｭｰから File ⇒ Import ⇒
DXFまたは File ⇒ Import ⇒ GDSII を選択する場合は、以下のように進行してい
きます。

1 Browse ｳｨﾝﾄﾞｳが表示され、そこでｲﾝﾎﾟｰﾄしたい DXF または GDSII  ﾌｧｲﾙ
を選択することができます。

2 ｲﾝﾎﾟｰﾄ用に、ある DXF または GDSII ﾌｧｲﾙが選択されると、 Import Con-
trol ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示され、そこで ﾌｧｲﾙのｲﾝﾎﾟｰﾄ先のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを指定
できます。

3 GDSII ﾌｧｲﾙをｲﾝﾎﾟｰﾄしているならば、 Structure ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示され、
そこで Sonnetへ変換したい GDSII ﾌｧｲﾙの中にその構造を選択すること
ができます。

4 次に project editorは DXF または GDSII ﾌｧｲﾙからﾚｲﾔを読み込み、ﾚｲﾔの
ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞが終了すると Import ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されてそこで使用した
いものがあれば、変換ｵﾌﾟｼｮﾝを選択しそのﾌｧｲﾙのｲﾝﾎﾟｰﾄを実行します。

DXFまたは GDSII ﾌｧｲﾙがｲﾝﾎﾟｰﾄされた後は、通常は、 project editorを使用して若
干の調整をする必要があります。DXF または GDSII ｲﾝﾎﾟｰﾄの詳しい例は、
Sonnet Supplemental Tutorialsの第6章の“GDSII and  DXF Translator Tutorial”を
ご覧ください。

Layer Mapping
Import ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽのﾎﾞﾀﾝからｱｸｾｽできる Layer Mapping ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽで、必要
であれば、 Sonnetの金属ﾚﾍﾞﾙに DXF ﾚｲﾔまたは、 GDSII ｽﾄﾘｰﾑをﾏｯﾌﾟすることがで
きます。将来のｲﾝﾎﾟｰﾄで使用するために、外部のﾌｧｲﾙにこのﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽでの設
定を保存することができます。詳細については以下の適切な節をご覧ください。
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NOTE: 回路の一番上のﾚﾍﾞﾙは、project editorではﾚﾍﾞﾙ 0上にあります。その次
のﾚﾍﾞﾙはﾚﾍﾞﾙ 1となります (下図をご覧ください )。

DXF Layer Mapping

ﾌｧｲﾙを変換する前に、回路ﾚｲｱｳﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑから DXF ﾌｧｲﾙを作成する必要
があります。そのﾌｧｲﾙは後ろに “.dxf”がついているはずです。例えば、
解析したいﾌｨﾙﾀｰがある場合、そのﾌｧｲﾙを “filter.dxf”と呼ぶことができま
す。

DXF ﾌｧｲﾙを入力している間は、 DXF 変換ｿﾌﾄは DXF ﾌｧｲﾙの中のﾚｲﾔを読
み込み、ｲﾝﾎﾟｰﾄを実行するのに使用されるﾃﾞﾌｫﾙﾄのﾚｲﾔﾏｯﾋﾟﾝｸﾞを作成し
ます。大抵の場合、この変換ｿﾌﾄによって作成されたﾃﾞﾌｫﾙﾄのﾚｲﾔﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ
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3つの層の回路の Project Editorでのﾚﾍﾞﾙﾅﾝﾊﾞｰのつけ方
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でｲﾝﾎﾟｰﾄするのに十分です。ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞに調整が必要な場合は、Layer Mapping 
ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを使ってﾚｲﾔﾏｯﾋﾟﾝｸﾞを修正し、外部のﾚｲﾔﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾌｧｲﾙにその設定を
保存するか、または以前にｲﾝﾎﾟｰﾄに使用するために保存したﾚｲﾔﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾌｧｲﾙを
ﾛｰﾄﾞします。

以下のような Layer Mapping ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが、 Layer Names Sonnet Level 
Numbersと Material Namesをﾏｯﾌﾟします。ﾕｰｻﾞの仕様にあった適正なﾃﾞｰﾀを入
力した後に、将来の変換に使用される “.lay” ﾌｧｲﾙへこの設定を保存することが
できます。

1つめの列は、入ってくる DXF ﾌｧｲﾙです。残りの 3つの列は 1つめの列で指定され
た DXF ﾌｧｲﾙが Sonnet のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙで使用されるための選択肢です。

DXF Layer Name:お使いの回路ﾚｲｱｳﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで定義されたﾚｲﾔの名前。このﾚｲﾔ
名は project editorの誘電体層の数や、金属導体のﾚﾍﾞﾙ数とは関連がないことに注
意してください。この領域は 1つの DXF ｽﾄﾘｰﾑを複数の project editor のﾚﾍﾞﾙに
ﾏｯﾌﾟするために使用することができます。 Add ﾎﾞﾀﾝを使って、Sonnetのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
の異なるﾚﾍﾞﾙにﾏｯﾌﾟされた同じ stream layerに複数のｴﾝﾄﾘｰ項目を持つことができ
ます。
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Map:SonnetのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにDXF ﾌｧｲﾙの中のどのﾚｲﾔをﾏｯﾌﾟしたいかを選択する時
に、このﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽを使います。この ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽに ﾁｪｯｸﾏｰｸが入っていないと、そ
の DXF ﾚｲﾔは Sonnetのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへはﾏｯﾌﾟされないことになります。ﾁｪｯｸﾏｰｸが
入っていると、Xgeom Level ﾃｷｽﾄ入力ﾎﾞｯｸｽで指定されたﾚﾍﾞﾙに、その DXF ﾚｲﾔ
がﾏｯﾌﾟされます。

Xgeom Object Type:このﾄﾞﾛｯﾌﾟﾘｽﾄで、どの種類のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを、Sonnetの
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへ入力するかを選択できます。この ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾘｽﾄで金属導体にはMetal、
誘電体ﾌﾞﾘｯｸには Brick、viaの図形には Viaを選択してください。 ( Metal ま
たは Viaには )金属ﾀｲﾌﾟ 、ﾌﾞﾘｯｸの材質は Xgeom Material ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾘｽﾄから選
択します。ここで選択された内容は同じ列の DXF ﾌｧｲﾙに入力されたﾚｲﾔﾅﾝﾊﾞｰに
使用されます。

Xgeom Level:ここでは、ﾕｰｻﾞが DXF ﾌｧｲﾙから入力されているｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを置き
たいと思っている Sonnet のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾚﾍﾞﾙを設定します。一番上のﾚﾍﾞﾙは
ﾅﾝﾊﾞｰ 0です。via を設置するためにｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ面に金属を置くには、ﾚﾍﾞﾙﾅﾝﾊﾞｰを
“gnd” または “GND”に設定します。

Xgeom Material:Sonnetのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙで、ﾕｰｻﾞがｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄのために使用した
いと思っている材質の種類を選択します。どれが選択可能であるかは、 Xgeom 
Object type欄で、ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの種類がMetalか Brick によって異なり、また、どの
材質がﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで使用できるかによって異なります。ここで選択された
内容は、同じ列の DXF ﾌｧｲﾙに入力されたﾚｲﾔに使用されます。

例えば、ある DXF ﾌｧｲﾙを 4つの金属ﾀｲﾌﾟが定義されているﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙへ
ｲﾝﾎﾟｰﾄしている場合、Sonnetのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの金属を、変換されているｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの
この 4つの種類から選ぶことができます。また、新しい種類の材質を入力する
こともできます。これは、後で project editorでそのﾊﾟﾗﾒｰﾀを入力します。

External Layer File:ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞが指定された後に、この DXF ﾌｧｲﾙの次のｲﾝﾎﾟｰﾄの
ためにこの設定を保存したいと思うかもしれません。Save ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてこの
設定をﾌｧｲﾙに保存します。ﾃﾞﾌｫﾙﾄである “.lay”拡張子を使うことをお勧めしま
す。

ｲﾝﾎﾟｰﾄしている DXF ﾌｧｲﾙのためのﾏｯﾋﾟﾝｸﾞの設定がされた既存のﾚｲﾔﾌｧｲﾙをお持
ちの場合は、Load ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてそのﾚｲﾔﾌｧｲﾙを選択し、その内容を
ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽにﾛｰﾄﾞします。
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GDSII Layer Mapping

ﾌｧｲﾙを変換する前に、回路ﾚｲｱｳﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑから GDSII ﾌｧｲﾙを作成する必要
があります。そのﾌｧｲﾙは後ろに “.gds”がついているはずです。例えば、
解析したいﾌｨﾙﾀｰがある場合、そのﾌｧｲﾙを  “filter.gds”と呼ぶことができ
ます。次にﾚｲﾔﾏｯﾋﾟﾝｸﾞを入力し、project editorのﾚﾍﾞﾙとﾃﾞｰﾀの種類へ受け
渡す、stream layersとﾃﾞｰﾀの種類のﾏｯﾋﾟﾝｸﾞを、GDSII変換ｿﾌﾄに知らせる
必要があります。 GDSII 変換ｿﾌﾄは、作業の手始めとして GDSII ﾌｧｲﾙから
のﾚｲﾔが表示されている Layer Mapping ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽをｵｰﾌﾟﾝします。

以下のような Layer Mapping ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが、 Stream Layer Numbers と
Data Type NumbersをSonnetの Level Numbers と Material Namesにﾏｯﾌﾟしま
す。ﾕｰｻﾞの仕様にあった適正なﾃﾞｰﾀを入力した後で、その後の変換に使
用される “.lay” ﾌｧｲﾙへ、この設定を保存することができます。

1つめの列は入ってくる GDSII ﾌｧｲﾙです。残りの 3つの列は、はじめの 2
つの列で指定された GDSII要素のために Sonnet のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙで使用す
るための選択肢です。
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GDSII Stream: お使いの回路ﾚｲｱｳﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでのﾚｲﾔﾅﾝﾊﾞｰ。このﾚｲﾔﾅﾝﾊﾞｰはは
project editorの誘電体層の数や、金属導体のﾚﾍﾞﾙ数とは関連がないことに注
意してください。この領域は 1つの GDSII ｽﾄﾘｰﾑを複数の project editor の
ﾚﾍﾞﾙにﾏｯﾌﾟするために使用することができます。 Add ﾎﾞﾀﾝを使って、Sonnet
のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの異なるﾚﾍﾞﾙにﾏｯﾌﾟされた同じ stream layerに複数のｴﾝﾄﾘｰ項目を
持つことができます。

GDSII Type:お使いの回路ﾚｲｱｳﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで定義された data type ﾅﾝﾊﾞｰ。回路
ﾚｲｱｳﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで定義された各ﾚｲﾔは、複数の data typeを持っているかもしれ
ません。このﾌｨｰﾙﾄﾞは、 stream layer の異なる Data Types を、異なる Sonnet の
ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄと材質にﾏｯﾌﾟすることができます。 Add ﾎﾞﾀﾝを使って、Sonnet の
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの中で異なるｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄと材質にﾏｯﾌﾟされた異なる Data Type ﾅﾝﾊﾞｰの
ある同じ stream layerのための複数のｴﾝﾃｨﾃｨを持つことができます。

Map: SonnetのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにGDSII ﾌｧｲﾙの中のどのﾚｲﾔをﾏｯﾌﾟしたいかを選択す
る時に、このﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽを使います。この ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽに ﾁｪｯｸﾏｰｸが入っていな
いと、その GDSII stream layerは Sonnet のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへはﾏｯﾌﾟされないことに
なります。ﾁｪｯｸﾏｰｸが入っていると、 Xgeom Level ﾃｷｽﾄ入力ﾎﾞｯｸｽで指定され
たﾚﾍﾞﾙに、その GDSII stream layerがﾏｯﾌﾟされます。

Xgeom Object Type: このﾄﾞﾛｯﾌﾟﾘｽﾄで、どの種類のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを、 Sonnetの
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへ入力するかを選択できます。この ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾘｽﾄで金属導体には
Metal、誘電体ﾌﾞﾘｯｸには Brick 、viaの図形には Via を選択してください。          
( Metal または Viaには )金属ﾀｲﾌﾟ、ﾌﾞﾘｯｸの材質はXgeom Material ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾘｽﾄか
ら選択します。ここで選択された内容は同じ列の GDSII ﾌｧｲﾙに入力された
ﾚｲﾔﾅﾝﾊﾞｰに使用されます。

Xgeom Level: ここでは、ﾕｰｻﾞが GDSII ﾌｧｲﾙから入力されているｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを
置きたいと思っている Sonnetのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾚﾍﾞﾙを設定します。一番上の
ﾚﾍﾞﾙはﾅﾝﾊﾞｰ 0です。 via を設置するためにｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ面に金属を置くには、
ﾚﾍﾞﾙﾅﾝﾊﾞｰを “gnd” または “GND”に設定します。

Xgeom Material: Sonnet のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙで、ﾕｰｻﾞがｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄのために使用し
たいと思っている材質の種類を選択します。どれが選択可能であるかは、
Xgeom Object type欄で、ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの種類が Metal か Brick によって異なり、ま
た、どの材質がﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで使用できるかによって異なります。ここ
で選択された内容は、同じ列の GDSII ﾌｧｲﾙに入力された stream layerと data
type ﾅﾝﾊﾞｰに使用されます。
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例えば、ある GDSII ﾌｧｲﾙを 4つの金属ﾀｲﾌﾟが定義されているﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙへ
ｲﾝﾎﾟｰﾄしている場合、 Sonnetのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの金属を、変換されているｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄのこ
の 4つの種類から選ぶことができます。また、新しい種類の材質を入力すること
もできます。これは後で project editorでそのﾊﾟﾗﾒｰﾀを入力します。

External Layer File: ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞが指定された後に、この GDSII ﾌｧｲﾙの次のｲﾝﾎﾟｰﾄ
のためにこの設定を保存したいと思うかもしれません。 Save ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてこの
設定をﾌｧｲﾙに保存します。ﾃﾞﾌｫﾙﾄである “.lay”拡張子を使うことをお勧めしま
す。

ｲﾝﾎﾟｰﾄしているGDSII ﾌｧｲﾙのためのﾏｯﾋﾟﾝｸﾞの設定がされた既存のﾚｲﾔﾌｧｲﾙをお持
ちの場合は、Load ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてそのﾚｲﾔﾌｧｲﾙを選択し、その内容を
ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽにﾛｰﾄﾞします。

Using Your Layout Program to Replace the Project 
Editor

project editorのかわりに DXF または GDSII ﾌｧｲﾙを書く別のﾚｲｱｳﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを使
用することができます。その場合、ﾕｰｻﾞはおそらく座標の変換はしないで
DXFまたは GDSII ﾌｧｲﾙを変換したいと思うでしょう。通常、どちらかの変換
ｿﾌﾄがｧｲﾙを変換する時は、project editorで使用するために回路を都合のよい
場所に移動します。この変換なしでﾌｧｲﾙを変換するためには、 Import 
OptionsﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽのTranslationﾄﾞﾛｯﾌﾟﾘｽﾄから“None” を選択します。 Import 
Options ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽは、Import ｳｨﾝﾄﾞｳの Options ﾎﾞﾀﾝを押すと表示されます。
詳細は、project editorのﾍﾙﾌﾟの DXF または GDSII translator をご覧ください。

Tweaking the Circuit
変換が完了したら、次に project editorを使用してその回路を微調整する
必要があります。project editorを起動し、変換された  DXF または GDSII 
ﾌｧｲﾙのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｵｰﾌﾟﾝします。

1 金属導体と誘電体層のﾊﾟﾗﾒｰﾀを定義します。

2 回路の解析されない部分を取り除きます。

3 適切なｻｲｽﾞの基板とｾﾙｻｲｽﾞを決定します。
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4 図形が適切な fill( 充填 )を持つように変更します。

5 回路をｸﾞﾘｯﾄﾞの点に合わせます。

6 必要に応じて点を動かします。

7 viaを追加します。

8 ﾎﾟｰﾄと参照面を追加します。

回路によっては、これらのすべてのｽﾃｯﾌﾟが必要ではないでしょう。し
かし、この順でこのｽﾃｯﾌﾟを踏んで調整を加えることをお勧めします。
Sonnet Supplemental Tutorialsの “GDSII and DXF Translator Tutorial” では、
例題を使ってこれらの各ｽﾃｯﾌﾟを詳しく説明しています。

Specifying Units for a DXF Translation
DXF変換ｿﾌﾄでは、回路は単位がｲﾝﾁで入力されたものであると仮定して
います。 Import Options ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽで、この単位を指定することができ
ます。 Import Options ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽの中の Units ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾘｽﾄから所望の Unit 
( 単位 )を選択します。 Import Options ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽは、Import ｳｨﾝﾄﾞｳの
Options ﾎﾞﾀﾝを押すと表示されます。詳細は project editorのﾍﾙﾌﾟの DXF 
translatorをご覧ください。

Error in Processing the DXF File
DXF変換ｿﾌﾄから、 DXF ﾌｧｲﾙの形式が正しくないというﾒｯｾｰｼﾞを受け取るかもし
れません。ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞは、様々な形で表示されます。例えば、以下のようなもの
があります。

ほとんどのｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞは、表示されるとその変換はｽﾄｯﾌﾟします。しかし次の 2
つのﾒｯｾｰｼﾞでは変換はｽﾄｯﾌﾟしません。それらは両方とも、結果としてできる
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄには何も図形がないということをﾒｯｾｰｼﾞします。1つめは、 DXF ﾌｧｲﾙま
たは Layer Mapping ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽのすべてのﾚｲﾔが “OFF” とﾏｰｸされているため
で、2つめは “ON”とﾏｰｸされたﾚｲﾔの中に何も図形がなかったことによります。

dxfgeo ERROR - illegal dxf type number at line 205 - $DIMALT
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いずれにしても、それはたいてい Layer Mapping ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを使って
ﾚｲﾔﾏｯﾋﾟﾝｸﾞを修正し、適切なﾚｲﾔを “ON”に戻すことができます。ﾚｲﾔﾏｯﾋﾟﾝｸﾞに
ついての詳細は 267 ﾍﾟｰｼﾞの “DXF Layer Mapping”をご覧ください。

また別の可能性としては、 DXF ﾌｧｲﾙの AutoCad ﾊﾞｰｼﾞｮﾝが、Sonnetと互換
性がないことがあります。もし DXF ﾌｧｲﾙを Sonnetにｲﾝﾎﾟｰﾄする上で問
題があれば、ﾄﾞﾗﾌﾄﾂｰﾙから Autocadの前のﾊﾞｰｼﾞｮﾝとして、DXF ﾌｧｲﾙを
保存してみてください。これはほとんどのﾂｰﾙで大抵可能です。

Capabilities and Limitations of DXF Translation
DXF変換ｿﾌﾄは、 DXF ﾌｧｲﾙ形式でｻﾎﾟｰﾄされている回路を記述するほとん
どの方法を扱うことができます。 DXF 変換ｿﾌﾄはﾃｷｽﾄや、寸法を示す線、
3D構造のような基板の金属導体の記述には重要でない DXF 形式の部分
は扱いません。 DXF 変換ｿﾌﾄは、回路の記述に 4つの基本的な方法を扱い
ます。これらの方法はすべて 1つの DXF ﾌｧｲﾙの中で使用することができ
ます。

• 金属導体の領域を定義する閉じた、幅がｾﾞﾛの polyline。これらの
polylineは、 DXF ﾌｧｲﾙの中で閉じているとﾏｰｸされていなくても、
DXF変換ｿﾌﾄによって、閉じられます。 polylineの中に挿入された
弧がｻﾎﾟｰﾄされています。

• 任意の幅の閉じているか、または開いている polyline。線の幅で囲
まれた領域は、金属導体の領域を定義します。

• 内部が金属導体の領域を定義する円または弧。これらの円または弧
は、もとの物体に似た小さな線分に変換されます。 DXF 
Options ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽの Arc Conversion Angleは、図形を変換す
るのに使用される角度のｽﾃｯﾌﾟｻｲｽです。ﾃﾞﾌｫﾙﾄの値は 10度で、
これは円を 36の線分に分割します。

• 線のつながり、開いた複数の線、金属導体の閉じた領域を定義する
弧。 DXF 変換ｿﾌﾄは共通の終端点を接続することが可能な、すべて
の線路、開いた複数の線、弧を探します。上の 1つめの方法で述
べられた閉じられた図形の種類を形成するために、接続されるｱｲﾃﾑ
がつなげられます。 Import Options　ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽで入力された
Combining Toleranceは、終端点が接続するために十分にいるかを
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判断するために使用される許容範囲を定義します。 Import 
Options ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽで入力されたArc Conversion Angleも図形の
一部になる弧がどのように線の線分に変換されるかに影響します。
この方法は注意深く使用するべきで、また必要な時のみ使用するべ
きです。この方法は、3本以上の線が、共通の終端点を共有する地
点ではうまくいきません。

ｽｹｰﾙ変換、回転そして行 /列の複製を含み、ﾌﾞﾛｯｸは DXF 変換ｿﾌﾄで扱われ、ま
た上の方法のいずれにおいても有効です。

以下に、DXF変換ｿﾌﾄで扱われていない、いくつかのｱｲﾃﾑを列挙します。

• 扱われないｴﾝﾃｨﾃｨ : POINT, TRACE, SOLID, TEXT, SHAPE, 
ATTRIBUTES, 3DFACE, VIEWPORT , DIMENSION。

• 扱われないﾃｰﾌﾞﾙ : APPID, DIMSTYLE, LTYPE, STYLE, UCS, 
VIEW , VPORT。

• 唯一読み込まれるﾍｯﾀﾞｰの変数 : $EXTMIN, $EXTMAX, $LIM-
MIN , $LIMMAX. その他はすべて無視されます。

• ﾚｲﾔﾃｰﾌﾞﾙでは、色、線の種類、固定されﾛｯｸされたﾌﾗｸﾞは無
視されます。名前と on/off ﾌﾗｸﾞは読み込まれます。

• すべてのｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの Z座標は無視されます。ﾚｲﾔだけが金属
の Zの位置を決定するために使用されます。

• 色と線の様式は常に無視されます。

• Polylineの 1つめの点の開始する幅だけが使用され、他の点の
最後の幅と、途中の線の幅は無視されます。

• Polyline の curve-fitと spline-fit は扱われません。

• 図形のﾒｯｼｭ、 polyfaceのﾒｯｼｭ、滑面を含む 3D 構造は扱われま
せん。
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Error in Processing the GDSII File
GDSII変換ｿﾌﾄから、GDSII ﾌｧｲﾙの形式が正しくないというﾒｯｾｰｼﾞを受け取るか
もしれません。ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞは、様々な形で表示されます。例えば、以下のような
ものがあります。

このﾒｯｾｰｼﾞが表示される主な理由は、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ間の変換時に GDSII ﾌｧｲﾙ
が変えられてしまったということです。これは通常、PCから
UNIX ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝへﾌｧｲﾙを変換する時に生じます。 GDSII ﾌｧｲﾙはﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙ
であり、ASCII ﾌｧｲﾙではありません。ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ間でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを変換する時
によく犯す誤りは、ﾕｰｻﾞが ASCII ﾌｧｲﾙを変換していると仮定し、その結
果、互換性のためにﾌｧｲﾙに変更を加える必要があると思ってしまうこと
です。

例えば、MS-DOSと UNIX は、 ASCII ﾌｧｲﾙの 1行の終わりを示すのに異な
る文字を使用します。ほとんどの UNIX ｺﾝﾋﾟｭｰﾀがｺﾏﾝﾄﾞ “unix2dos” と
“dos2unix”を持っているのはこのためです。これらのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、PCと
UNIX ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ間でﾌｧｲﾙを変換する時に ASCII ﾌｧｲﾙを変換するために使用
されます。GDSII ﾌｧｲﾙに “dos2unix” の変換を行なうとうまく変換されま
せん。

GDSII ﾌｧｲﾙがうまく変換されなかったかを判断するためには、ﾌｧｲﾙがも
とのｺﾝﾋﾟｭｰﾀ間で何ﾊﾞｲﾄ持っているか、そして GDSII 変換ｿﾌﾄによる変換
が行われるｺﾝﾋﾟｭｰﾀ上でﾌｧｲﾙが何ﾊﾞｲﾄ持っているかを判断します。両方の
ﾌｧｲﾙが同じﾊﾞｲﾄ数でなくてはなりません。ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ間の変換では、この
変換がﾊﾞｲﾅﾘの変換ﾓｰﾄﾞを使用していることを確認してください。例え
ば、 FTP は 2つの変換ﾓｰﾄﾞを持っています。ASCIIとﾊﾞｲﾅﾘです。また、
PC から UNIXへﾌｧｲﾙを変換する場合は、 GDSIIﾌｧｲﾙには “dos2unix” 変換を
行なわないでください。

ERROR: Encountered a record with the wrong data type
This record has a data type of NO_DATA
The data type should be TWO_BYTE_INT
Record type is HEADER
Error encountered in record 3
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Partial Circuit Conversion in a GDSII Import
ある変換を行ったのに、 Sonnet のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに回路がなかったり、回路の
一部しかないということがあるかもしれません。その場合は、まず
Layer Mapping ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽでの設定が正しいか確認してください。その
設定を再入力したい時があるかもしれません。

Project editorに回路の一部しか表示されないもう 1つの理由は GDSII ﾌｧｲﾙ
の一部しか変換されなかったからかもしれません。どの GDSII ﾌｧｲﾙも
structureを持っています。ある structure は別の structureに参照されている
かもしれません。 GDSII ﾌｧｲﾙはお互いに関連のない複数の structureを
持っていることもあります。GDSII ﾌｧｲﾙに複数の structureがある場合は、
変換したい structure を選択する必要があります。ﾃﾞﾌｫﾙﾄを選択する場合
は、変換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはどの structureを変換するのかを決定する必要があり
ます。通常、ほとんどのﾚｲｱｳﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、親の structureとして 1つめの
structureで GDSII ﾌｧｲﾙを作成します。ﾃﾞﾌｫﾙﾄでは、 GDSII 変換ｿﾌﾄは
GDSII ﾌｧｲﾙの 1つめの structureを変換します。しかし、お使いの
ﾚｲｱｳﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、変換すべき structureが 1つめの structureでない GDSII 
ﾌｧｲﾙを作成してしまったのかもしれません。その場合は、
Structure ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽで Specify Structure ｵﾌﾟｼｮﾝをｸﾘｯｸする必要がありま
す。使用可能な structuresのﾘｽﾄがｵｰﾌﾟﾝされたら、所望の structureを選択
し、ｲﾝﾎﾟｰﾄを続行します。


